
～プラセンタエキスの血圧降下作用について～ 

☆血圧が上がるメカニズム 

   

 

 私たちの体は運動をすると全身の筋肉が酸素を消費するため、酸素を届けようと血圧を上げて血流の流れが速

くなります。血圧は体の様々な状況に応じて上昇したり、下降したりしています。血圧が低下すると、肝臓から

出ているアンギオテンシノーゲンという物質がアンギオテンシンⅡになり、血圧を上げる指令を出します。この

アンギオテンシンⅡができる過程で ACE と呼ばれる酵素が反応に関わっています。 

 

☆血圧を下げる薬について 

高血圧症の治療薬である降圧剤と呼ばれる薬の中には、ACE 阻害薬と呼ばれる薬（カプトプリルなど）がありま

す。文字通り ACE の働きをブロックし、血圧を上げる指令を出すアンギオテンシンⅡを作らないようにするこ

とで血圧を下げる効果があります。 

 

☆プラセンタエキスの ACE 阻害活性について 

降圧剤のカプトプリルとブタプラセンタエキスの ACE 阻害活性を比較測定した研究があります。結果はブタプ

ラセンタエキスもカプトプリルと同じく ACE 阻害活性を有するというものでした。これまでにも天然のオリゴ

ペプチドやタンパク質の分解物から多数の ACE 阻害作用のあるオリゴペプチドの存在が確認されています。ブ

タプラセンタエキスも酵素分解を行っていることから、これまで知られた多くの ACE 阻害物質のようにオリゴ

ペプチドが ACE 阻害活性を引き起こしている可能性が高いと言われています。ペプチドの同定はまだできてお

らず今後の課題とされているようです。 

 

★総括★ 

ブタプラセンタエキスには ACE 阻害活性により血圧を下げる作用があり、その作用はオリゴペプチドによるも

のである可能性が高いと考えられています。 
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